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中野駅新北口駅前エリアの市街地再開発事業に係る資産の活用について 

 

中野四丁目新北口駅前地区第一種市街地再開発事業（以下「本事業」という。）の進捗状況

について、以下のとおり報告する。 

 

１ これまでの経緯 

  本事業については、これまでに施行予定者が市街地再開発事業の施行認可の申請をしたと

ころであるが、その後、施行予定者から区に対して急激な想定工事費の増加及び事業計画ど

おりの事業着手が困難な旨の報告があった。 

今年度に予定していた権利変換計画認可及び転出補償契約について、来年度以降となる見

込みであり、本事業のスケジュールについて見直しとなる予定である。 

 

（主な経緯） 

令和６年７月 ２日 市街地再開発事業の施行認可申請（施行予定者→都） 

    ９月 ２日 特定業務代行者の工事費想定額が大きく上昇している旨の                

連絡（施行予定者→区） 

    ９月 ３日 工事費の精査等と事業遂行の確認作業を行うため、施行認可

に関する手続の一時保留について依頼（施行予定者→区） 

    ９月１３日 令和６年度の事業着手が困難な旨の連絡（施行予定者→区） 

 

２ 事業着手できないことによる主な影響 

〇 スケジュールの見直し 

・旧中野区役所庁舎及び中野サンプラザの解体スケジュールの見直し、維持管理費の負担 

・転出補償金が支払われないことによる起債の償還計画及び株式会社まちづくり中野２１

の借入金返済等の経営計画の再検討 

 〇 事業計画の見直しに係る検討 

・現行の施設計画からの変更 

・権利床への影響 

 

３ 区の協議状況と今後の対応 

  区としては、これまでに施行予定者に対し、本事業が事業着手できない場合の影響を考え、

工事費等を精査し、既存施設の解体、権利変換計画認可へと事業を進めるよう強く要望して

きた。 

  今般、現在の事業計画での事業着手が困難になったことから、今後、事業計画の見直しに

係る検討が必要になる。施設計画の見直しにあたり、区としては、速やかに事業進捗につい

て、施行予定者と協議していく。 


